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１ は じ め に 

 

ホウレンソウは周年需要のある野菜であるが、地元市

場において 4 月は、前後の３月、５月と比較して品薄に

なる。これは、ホウレンソウ栽培に供するハウスが水稲

育苗や果菜類の栽培等に使用されるため、地元産が供給

不足になるためと考えられる。しかし、地元市場からは

安定した県内での生産が望まれている。 
そこで、新たな作型として、晩秋から春まで耕作され

ることの少ない露地圃場を活用し、4 月に外観、品質の

良好なホウレンソウが安定生産可能な栽培技術が確立さ

れたので報告する。 

 

２ 試 験 方 法 

 

試験は、当試験場内（山形県寒河江市）の露地圃場を

用いた。 

試験１ 品種選定 

サンピア（カネコ）、プラトン（サカタ）、トラッド（サ

カタ）を供試した。 

試験２ 播種時期 

  10 月上旬、中旬、下旬、11 月上旬の４回について検

討した。 

試験３ 追肥量 

10a 当たりの窒素成分で、０kg、2.5kg、５kg を設定

した。肥料は、ベッドに全面施用した。 

試験４ トンネル被覆の効果 

融雪後の３月下旬にトンネル（0.05 ㎜農ポリ使用）

被覆を行った区と被覆なし区を設定した。 

試験５ ほ場条件（停滞水） 

栽培床の高さを、停滞水面の高さから０ｃｍ区、１５

ｃｍ区、３０ｃｍ区を設定した。 

試験６ 食味官能調査と内容成分 

 〔食味官能調査〕 

約250gのホウレンソウを10倍量の沸騰水中で１分間

茹で、その後 30 秒流水中に浸したあと試食。評価は、

購入品を基準（３）とし、５段階評価。数字が大きいほ

ど「甘い」「えぐみが少ない」「柔らかい」「食味が良い」。

11～14 名のパネラーで調査を行った。 

 

〔内容分析〕 

硝酸、可溶性シュウ酸は、イオンクロマトグラフ法に

より、サンプル（下位葉調整済）を 70℃48 時間通風乾燥

後、粉砕し供試した。試料を 500 倍量の水で１時間浸と

う抽出後分析した。 

全糖（グルコース、フルクトース、シュークロースの

計）は、HPAE-PAD 法によりアミノ酸は AQC により誘導化

した後、HPLC で分離定量した。 

 

〔共通する主な栽培概要〕 

供試品種：試験２～６はサンピアを使用。 

基  肥：窒素成分で 7kg/10a（燐硝安加里 S604 通路

含み全面全層）、 

栽植様式：１穴１粒播種、株間 5cm、条間 20cm、3 条、

畝幅 130cm で実施した。 

収穫調査：全長が 20cm 以上を基本とし、平均 24cm を

目標に条ごと一括収穫。品質は、抽苔株率、

葉先枯れ、葉の縮れ、土付き、鳥害を調査

し、発生が無い物を良品とした。 

 

３ 試験結果及び考察 

 

試験１ 品種選定 

 供試した品種の中ではサンピアが、抽苔株率が３％で

最も低く、良品収量は 1,545kg/10a と最も高かった（表

１）。 

試験２ 播種時期 

根雪前の葉数が１０枚を越えると抽苔や葉先枯れによ

り品質低下が見られた。また、葉数２枚前後では品質に

問題はないが収量が低い事から、根雪前の生育としては

葉数で５枚程度が良いと思われる（写真１）。このこと

から、この作型に適する播種時期は、収穫前年の１０月

２０日頃と考えられた（表２）。 

 

試験３ 追肥量 

良品収量は、窒素成分で 2.5kg/10a 区が 1,545kg/10a

と最もが高かった。また、5kg/10a 区は 2.5kg/10a 区と

比較し収穫開始が９日早まった（表２）。 



試験４ トンネル被覆の効果 

 トンネル被覆有り区は無し区に比較して、収穫開始が

９日早まり、良品収量は無し区の約５倍にあたる

996kg/10a が得られた（表３ 写真２）。 

試験５ ほ場条件（停滞水） 

 ３０㎝区における生存株率は越冬前９４％、越冬後８

０％と処理区の中では最も高く、収穫期の地上部全重も

1,776g/㎡と最も高かった（表４）。 

試験６ 食味官能調査と内容成分 

 食味官能調査の結果、市販品と比較して、甘く、えぐ

みが少なく総合評価でも市販品を上回った。 

内容成分については、市販品と比較して、全糖含量が

高く、硝酸やシュウ酸含量が低い傾向がみられた。また、

除塩ハウス後作栽培と比較しても低い水準であった（表

５）。 

 

４ ま と め 

 

本県において、露地栽培で 4 月にホウレンソウ良品を

安定生産するために、適した品種は「サンピア」で抽苔

や葉先枯れが少なく、良品収量が多い。播種時期は越冬

までに本葉５枚前後となる、前年の 10 月 20 日頃が適す

る。その場合、追肥は、融雪直後に窒素成分で 2.5ｋｇ

/10ａを栽培床全面に行う。３月下旬にトンネル被覆を

行うことにより、収穫開始時期が早まり、収量、品質が

向上する作型が可能となる（図１、２）。停滞水位が低

い排水の良好な圃場ほど、生存株率や、収穫期の地上部

重が増加する。また、この作型で生産されるホウレンソ

ウは、市販品と比較して全糖含量が高く、食味がよい特

徴があり、硝酸含量は、除塩ハウス後作栽培物に比べ低

水準である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 越冬直前 

 

 

          

          

 

 

 

 

写真２ 越冬後トンネル被覆 
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表１　品種と収量品質 （2006～2007）

抽苔株
葉先枯
れ

葉の縮
れ

（月/日） （月/日） （月/日） （月/日） （Nkg/10a） （%） （%） （%） （%）
サンピア （カネコ） 10/26 3/15 3/27 4/14 1,545 81 3 0 0
プラトン （サカタ） 10/26 3/15 3/27 4/20 872 56 13 7 0
トラッド （サカタ） 10/26 3/15 3/27 4/10 0 0 10 23 97

ｚ：主な品質低下要因ほか、生育不良、土付きや食害のない株を良品とした

トンネル
被覆

追肥播種日品　種 （メーカー）

主な品質低下要因
良品株率良品収量ｚ平均

収穫日

表２　播種日、追肥と収量品質

抽苔株率 葉先枯れ 葉の縮れ
（月/日） （Nkg/10a） （枚/株） （月/日） （%） （kg/10a） （%） （%） （%）

10/12 2.5 未調査 4/3 38 742 7 47 0
10/19 2.5 12.2 4/3 55 996 0 10 0

0 4/25 31 402 50 3 0
2.5 4/14 81 1,545 3 0 0
5 4/6 62 981 0 0 7

10/19 2.5 5.1 4/14 82 909 0 0 0
11/1 2.5 1.7 4/21 90 781 0 0 0

ｚ：主な品質低下要因ほか、生育不良や食害などのない株を良品とした。

2006～
2007

2007～
2008

良品収量ｚ平均収穫
日

根雪前の
葉数

播種日
試
験

年
次 良品株率

10/26

追肥量

10.6

主な品質低下要因

表３　トンネル被覆の効果 （2006～2007）

抽苔株率 葉先枯れ 葉の縮れ 土付き 鳥害
（月/日） （%） kg/10a （%） （%） （%） （%） （%）

有り 4/3 55 996 0 10 0 3 17
無し 4/12 23 198 23 47 7 37 30

主な品質低下要因

※トンネル被覆日：３月27日　品種：サンピア　播種日：10月19日

良品収量収穫日 良品株率
トンネル被覆

表５　栽培法と食味、内容成分、生育条件など

年/月/日 （%FW） （mg/100g

FW）

（10cm深℃） （mg/100g）

市販品Ａ（基準） 3.0 3.0 3.0 3.0 - - - - -
露地秋播き春どり 3.9 3.5 3.5 3.8 - - - - -
市販品Ａ（基準） 3.0 3.0 3.0 3.0 0.22 233 439 - -
露地秋播き春どり 3.8 4.4 3.7 4.1 1.41 42 508 9.3 1.1
市販品Ａ（基準） 3.0 3.0 3.0 3.0 0.07 402 332 - -
ハウス（後作） 2.9 2.2 2.9 3.0 0.22 316 665 15.4 31.0
露地秋播き春どり 4.3 3.8 3.3 4.0 1.90 3 324 10.5 1.2
除塩ハウス（基準） 3.0 3.0 3.0 3.0 1.17 11 604 12.3 1.8
露地秋播き春どり 3.3 3.5 3.5 3.5 1.52 4 558 11.7 1.8
市販品Ａ 2.4 2.4 3.1 2.4 - - - - -

2008/3/17 ハウス（後作） - - - - 1.08 289 644 8.8 5.6
ｚ：パネラー11～14名　１～５の５段階評価。

ｙ：2007年は1～10cm深、2008年は0～5cm深

調査日 サンプル 食味官能調査ｚ

全糖

甘み えぐみ 柔らかさ食味総合

硝酸イオン
可溶性

シュウ酸

収穫前10日間

の日平均地温

跡地土壌の

ＮＯ３－Ｎｙ

2007/4/25

2008/4/22

（mg/100g

FW）

2007/4/4

2007/4/11

図２　栽培様式
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播種 追肥　ﾄﾝﾈﾙ 収穫本葉展開

図１　作型の概略

表４　降雨後の停滞水位と生育 （2006～2007）

12月8日 4月26日
地上部
全重

地上部
全長

直根の
深さ

（%） （%） (g/㎡) (cm) (cm)
　0cm 38 28 913 26.4 5
15cm 82 70 850 18.5 14
30cm 94 80 1,776 26.9 22

※品種：サンピア　播種日：10月19日

ｚ：排水条件に差をつけるため、25mm/日以上の降水の翌日の

　　水位に差が出るように、栽培床の高さを変えて区を設定した。

栽培床面の高さｚ
4月26日

生　存　株　率


